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1.ツール（道具）として再設計
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3.RDAは大枠を示すだけルールは各目録作成機関が決める
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「識別にとって重要とみなされる場合」

「アクセスにとって重要とみなされる場合」

「識別または選択にとって重要とみなされる場合」等々

PS 
(Policy Statement)

新RDA

旧RDA

NCR2018も各章の
冒頭「記録の目的」で
同様の繰り返し

旧RDAは指示とガイドラインに重点を置いて，伝統的な目録コードの外観の面があった 
新RDAはデータ要素＋ガイドライン＋作成手順　のパケージ

POLICIES

BLの適用細則
Library and Archives Canadaの適
用細則（英語・フランス語）
LC-PCCの適用細則
MLAのベストプラクティス
New Zealand国立図書館適用細則

注：PCC: Program for Cooperative Cataloging
　　MLA: Music Library Association

実体
ガイダンス
コミュニティーリソース

実体
ガイダンス



RESOURCES
法律著作の表現形の典拠形アクセスポイント

各ページでも適用細則を選択して表示できる

コミュニティーの語彙

一般的な略語
単位の略語
特定の言語の用語

日本語はない



VES
用語集
語彙エンコーディングスキーマ
コミュニティーリソース
改訂履歴
オリジナルツールキット
AACR2

• 語彙のエンコーディングスキーム（語彙を符号化する方法） 
• 文字列エンコーディングスキーム（文字列を符号化する方法）

　ISO, ISBDなどの標準を選択することが可能

語彙を符号化して，toolkitの外で
さまざまな言語に展開

OptionとCondition

interactiveかnon-
interactiveしかない

option = instruction 指示の意味
condition = 条件の意味

例）双方向性 例）コンテンツ タイプ

表現形に2以上のコンテンツタイプが
ある場合

すべてのコンテンツタイプを記録する

主要なコンテンツタイプのみを記録する

体現形の最も重要なコンテンツに当ては
まるコンテンツタイプのみを記録する

＊因みに，LC-PCCではどれもカタロガーの判断
「LC/PCC practice: Cataloger's judgment.」



例）個人の優先名

Personの値：列聖された人の人の名前には、Saintという用語が含まれます。

Person：name of personの値には、Person：surnameの値が含まれます。

聖人という用語は省略してください。
聖人という用語については、「人：人のアクセスポイント」を
参照してください。人のアクセスポイントの追加要素と指定。

大英図書館： NACOのガイダンスに該当
する場合は適用する

ConditionからPolicy Statementへ

RDAの翻訳
翻訳（言語の選択）



RDA レジストリの更新（管理）

RDA Linked Data Forum – ALA Midwinter.  Jan. 27, 2020 
Deliverance. A Journey through the RDA Workflow. James Hennelly.  
http://www.rda-rsc.org/sites/all/files/Hennelly%20Deliverance%20RDA%20Workflow.pdf

改訂や変更を行う
自動化更新システム

バックエンド作業用のRDA
スタッフレジストリ

RDAの新しいインフラで，
データの再利用を可能に

RDA 3Rって，元のRDAとどこが違うの？

大雑把な答え


1.ツール（道具）として再設計

2.IFLA LRMの考え方で全体を組み替え

3.RDAは大枠を示すだけルールは各目録作成機関が決める
設計に

よりWeb的に


